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令和３年度 第４回江別市かわまちづくり協議会 会議録（要点筆記） 

 

日  時：令和３年１０月２５日（月） １４：００～１６：００ 

場  所：江別市民会館３７号室 

出席委員：小篠隆生会長、鴻野徹副会長、内田悟委員、町村均委員、林匡宏委員、 

境珠美委員、藤原英大委員（計７名） 

欠席委員：高橋利光委員 

事 務 局：経済部長、経済部次長、商工労働課長、観光振興課長、企画政策部政策推進課

長、建設部治水課長、建設部管理課参事、江別河川事務所（２名）、商工労働課

主査（２名）、ほか３名 

傍 聴 者：なし 

 

会議概要 

１． 開会 

２． 議事 

(1) 前回協議会の振り返り（説明：事務局 川島商工労働課長） 

 小篠会長：旧岡田邸の母屋の調査に立ち会ったが、母屋や隣の建物に依存し

て建っている防火壁は非常に歴史的な価値があるとの意見をもらっている。

協議会や勉強会でも話が出ている旧岡田倉庫を移転した上での母屋との一体

使用について、第三者調査をもとに評価し、旧岡田倉庫の詳細な移転場所、

利活用を考慮した平面配置、隣の建物の対処について具体的な検討に入って

いく必要がある。 

(2) かわまちづくり勉強会開催報告（説明：事務局 川島商工労働課長） 

 内田委員：地元へのヒアリングは具体的に誰を対象に実施したのか。 

 川島商工労働課長：地元で生活・活動されている方を中心に、事務局からヒ

アリングを依頼しており、幼稚園の先生や大学生から意見をもらっている。

今後、小中学校の児童・生徒からも意見をもらえるよう、学校側と調整して

いるところである。 

 小篠会長：かわまちづくり支援制度についてよくわからない中、地域の人た

ちと情報共有する形で勉強会が始まり、第 3 回勉強会から、河川区域だけで

なく条丁目地区のまちづくりを含めた幅広い視点で考えていく必要があると

の意見が出てきた。これを踏まえて、第 4 回勉強会でグループワークにより

議論したが、色々な属性の新しい人たちが勉強会に参加して議論をしており、

まちづくりとしては良い方向に向かっていると感じている。かわまちづくり

計画を策定していく中で、そうした議論を江別市の中でどうオーソライズし

資料１ 
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ていくかが協議会の役割だと思うので、色々意見をいただきたい。 

 林委員：勉強会で非常に良い議論が積み重なっていると思う。日々のコミュ

ニケーションを通じて勉強会に参加している人も一定数いるので、そういう

人たちが意見を出しているのは非常に大事である。前回の勉強会では、この

まちにどんな人に来てほしいかという本音の議論や、地元の人に対する魅力

的なまちであると同時に子育て世代に訴求するようなまちづくりができれば

将来性があるのではないかといった具体的な議論に及んでいる。色々な意見

が出てくれば、事例紹介や先駆者へのインタビューといった次の展開がしや

すいと思う。 

(3) かわまちづくりの進め方について（説明：事務局 川島商工労働課長） 

(4) かわまちづくり計画について（説明：事務局 川島商工労働課長） 

(5) かわまちづくり計画書（素案）について（説明：事務局 川島商工労働課長） 

 林委員：外輪船や母屋を活用した専門性の高い事業スキームの実施にあって

は、マーケティングやノウハウが必要になってくるので、今の協議会や勉強

会のメンバーだけで事業を成立させるような検討をするのは厳しいと思う。

誰かに相談したり先駆者にアドバイスを乞うことはできるのか。 

 境委員：町内の方は概ね、外輪船の移築後に法人化した観光協会が何かをや

ると思っていて好意的に受け止めている人が多い。観光協会の主な役割は観

光事業者のバックアップや PRだと思う。誰が来てくれてどんな人が興味を持

っていて、観光協会が何をするかがスタートラインになる。協議会のメンバ

ーだけでは到底できないので、若者に河川のオープン化等の声掛けをしてい

る。水辺でのビジネスに興味がある人に対する窓口的な対応をどこでするか、

検討するタイミングに来ていると思う。 

 小篠会長：組織化と位置づけの具体的な議論を地域とする中で、ある程度の

腹積もりがないと方向性がぶれることを懸念されていると思う。 

 内田委員：外輪船、母屋、関連設備の運営・管理が観光協会に求められると

思う。お祭りの際に露店が 140～150店出るが、露店実行委員会で場所代徴収、

道路使用許可、電気・水道の供給、ゴミ処理、警備員配置等を行っており、

これと同じことを観光協会が担うのがよいと思う。四季折々のイベントを一

元管理し、その手数料で観光協会が利益を上げられるような形が必要だと思

う。 

 町村委員：観光協会がかわまちづくりとどう関わっていくかはまだ決まって

いないが、観光協会に対する期待の表れとして受け止める。 

 町村委員：条丁目地区のまちづくりに熱量を持つ方々が勉強会に参加し色々

な意見が出てきていると思うが、今回のかわまちづくり計画は水辺の部分に

関して申請するものであって、まちづくりに関する意見は十分網羅されない

と思う。水辺とまちづくりの議論を分けて考えていくことになると思うので、

ロードマップについてもう少し説明してほしい。 
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 川島商工労働課長：親水護岸、側帯、河川管理用通路等のハード整備は、か

わまちづくり計画の方向性に基づいて主に国が整備することになり、具体的

な整備内容は国・江別市・地元で協議・検討していくことになる。ソフト施

策については、かわまちづくり計画の理念に基づいて、江別市・地元・実施

主体で協議・検討していくことになる。誰かが整理しながら整備・利活用を

実施していく形になると思うので、運営母体となるものが必要になり、かわ

まちづくり計画書に盛り込むことになる。まずは、かわまちづくりの方向性

を出して、協議会や勉強会で議論してもらい、結果として出てきたものを具

体的な案として進めていくことで考えている。 

 町村委員：かわまちづくり計画書申請後の次のステップとして、実施計画書

的なものを新たに申請することになるのか、気になる。 

 濵口計画課長：ハード整備についてはかわまちづくり計画に基づいて実施す

ることになるので、新たに計画書を提出する必要はない。河川管理者に申請

する計画書なので、河川から外れたアクティビティ・サービス等の部分につ

いては、江別市の方で引き続き検討していただくことになる。 

 小篠会長：堤防の改修にあたり外輪船が支障物件になっていて、移設先が河

川区域外でしかも母屋と一体で活用するべきとなっているので、江別市も議

論に参加して、行政として条丁目のまちづくり計画の柱を立てておく必要が

ある。今回は、水辺とまちづくりの両方を議論しながらかわまちづくり計画

を策定せざるをえない。また、かわまちづくり協議会の位置づけを明確にし

ておく必要がある。観光協会の話が出ているが、既存の組織に丸投げするよ

うな形でやると協議会の意味がなくなる。協議会が継続されていく中で、協

議会の下に地域の意見を反映した事業を具現化する実行部隊を入れて、運営

を協議会レベルで決定する流れが望ましいと思う。 

 町村委員：ハード整備案を具体的に提示しながらかわまちづくり計画を策定

することになると思うが、ソフト施策として何をやるかは勉強会での議論が

重要になってくる。まちづくり全体に係る部分について議論されるのは望ま

しいことだが、うまくハンドリングしながらやっていく必要がある。 

 小篠会長：観光協会を母体にするかもしれないが、条丁目地区のまちづくり

全体を考えられる組織としてスタートを切らないといけないと思う。 

 林委員：協議会の今後を考えていく時期に来ており、今後も協議会で議論を

継続していくことを勉強会で認識してもらう必要がある。次回以降の勉強会

の議題を検討していかないといけない。協議会は、地域全体を視野に入れた

意思決定や外部の相談窓口となるような組織になっていかないといけない。 

 林委員：現在、勉強会で色々な分野に関する議論が進んでいるので、是非関

連する部署の方にもオブザーバーとして勉強会に参加してほしい。 

 小篠会長：勉強会でまちづくりに関連する意見要望を共有し、互いに良い知

恵を出し合う環境を作らないとまちづくりが進まないと思う。協議会の意見
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として挙げたいと思う。 

 境委員：外輪船を移築する・しないまでがかわまちづくり計画に網羅されて

いればよいのか、外輪船の平面位置まで網羅する必要があるのか。江別小学

校跡地を道の駅にする話や外輪船を川の駅にする話が網羅されてもよいと思

う。今年度中にかわまちづくり計画を策定するのであれば、何をいつまでど

こまで決めておく必要があるのか、わかりやすく整理しておく必要がある。

誰がやるかの部分は、公平に公募をかけるのかどう決めるのか、慎重にやっ

ていく必要がある。外輪船の利活用を具体的に進めるためには管理・運営の

引継ぎが重要になるが、これまで議論をしてこなかったので、いつかどこか

で必要になってくると思う。 

 川島商工労働課長：ハード整備については、ある程度の整備内容をかわまち

づくり計画で示す必要があるが、ソフト施策や運営体制については、かわま

ちづくり計画で概要を示す程度で問題ない。詳細については今後詰めていく

ことになる。 

 境委員：何をどう進めるにしても、今までよりも透明性・公平性があり、地

元の関心が高まって新しい人たちが参加してきているので、今後も継続して

現状をきちんと伝えることが重要である。 

 川島商工労働課長：地元から話を聞きたいという要望があれば対応し、意見

要望を協議会や勉強会にフィードバックすることも可能である。 

 藤原委員：観光協会について何も知らないまま議論が進んでいるというのが

率直な感想である。事務局との兼ね合いもあるが、色々な人たちとの関わり

の中で協議会が何のためにあるのかをみんなで議論・決定し、協議会を今後

も継続してやっていくことが重要である。また、事業については、人によっ

て収益・非収益、日常・非日常の組み合わせのイメージが異なるので、勉強

会で共通認識を持ちつつ明確にすることで、一歩先に進めるような気がする。 

 小篠会長：既存の組織という土台があった方がゼロから作り上げるよりも運

営がやりやすいという過程があり、観光協会が可能性の一つとして挙がった。

地域の人たちがグループを立ち上げるのであればそれでよいが、現段階で軸

になる人がいない。観光協会はまちづくりをやる組織ではないので、プラス

アルファの機能が備わったような団体に進化する必要があり、それを議論・

具体化するのが協議会の役割である。 

 福島経済部長：観光協会はこれまで法人格ではなかったが、10 月から一般社

団法人の形で独立している。意思決定が必要になるので、前段として協議会

で運営委託先を議論・決定してもらうことになる。 

 鴻野副会長：地域の人たちが勉強会に参加したり協議会を傍聴し、かわまち

づくりに関する情報を収集することが重要である。個人が事業を行う際の手

続きや資金支援等については、商工会議所が役割を担えると思う。 

 小篠会長：既存の色々な組織の支援を受けながら運営母体を作っていくこと
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になる。江別市からの支援についても、今後議論していくことになると思う。 

 境委員：かわまちづくり計画書（素案）の「水辺とまちづくりの基本方針」

について、観光、まちづくりのどちらを目指すか、協議会で決めていくのか。 

 小篠会長：「水辺とまちづくりの基本方針」については、現時点で全くの白紙

と思った方がよいと思う。 

 川島商工労働課長：現状では、江別市の各種計画における方針を整理してお

り、勉強会での意見要望と関連した内容で再整理することになると思う。 

 小篠会長：勉強会でのボトムアップの話をトップダウンで進めるやり方で整

理されているが、これをやると今までの話がすり抜けてしまう可能性がある

ので、勉強会で議論されている内容がどのような行政計画で対応できるのか

といった整理内容にしたい。 

 

３． その他 

 境委員：次回の勉強会は 11 月中旬開催と聞いているが、Zoom で開催するのか。勉

強会の案内はこれまで通りホームページで行うのか。 

 川島商工労働課長：次回の勉強会は 11月 16日を予定しており、状況が許す限りこ

れまで通り、江別市コミュニティセンターで対面とオンライン参加を併用して開催

したいと考えている。案内は、ホームページだけでなく広報えべつにも掲載してお

り、内田委員を通して自治会回覧の形でも周知している。 

 境委員：勉強会の参加者を公募したいのであれば、地域のコミュニティ新聞を活用

するのもありだと思う。 

 川島商工労働課長：市議会等についても、ホームページと広報えべつに掲載してお

り、現時点で新聞を活用することは考えていない。 

 小篠会長：全市ではなく条丁目地区限定で全戸配布したいという時に、特別な配布

はできないか。協議会から依頼するという形ではだめか。 

 藤原委員：回覧は見ても手元にチラシが残らない。 

 境委員：ミズベリング江別が勉強会に参加するという形でのチラシ配布はだめか。 

 小篠会長：条丁目地区限定であれば、自治会を通して全戸配布してもらうのもでき

るのではないか。 

 川島商工労働課長：今後検討させてほしい。 

 川島商工労働課長：次回の協議会については、勉強会の議論や新型コロナウイルス

の状況にもよるが、今年度内に対面もしくは書面開催で協議をお願いしたい。 

 小篠会長：次回の協議会が、重要な議論の回になる。 

 

４． 閉会 

 

以上 
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市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
1
F

多
目
的
ホ
ー
ル

・
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
前
回
勉
強
会
の
振
り
返
り

・
ハ
ー
ド
整
備
内
容
（
案
）
及
び
ソ
フ
ト
施
策
内
容
（
案
）

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
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勉
強
会
の
実
施
状
況

２

N
o
.

開
催
日
時

概
要

第
5
回

日
時
：
令
和
3
年
1
1
月
1
6
日
（
火
）

1
8
:0
0
～
2
0
:3
0

場
所
：
江
別
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
1
F

多
目
的
ホ
ー
ル

・
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

・
千
歳
川
や
旧
岡
田
邸
母
屋
に
関
す
る
取
組
状
況

・
ハ
ー
ド
整
備
内
容
（
案
）
、
河
川
占
用
の
概
要

・
前
回
勉
強
会
の
振
り
返
り

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

第
6
回

日
時
：
令
和
3
年
1
2
月
2
1
日
（
火
）

1
8
:0
0
～
2
0
:3
0

場
所
：
江
別
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
1
F

多
目
的
ホ
ー
ル

・
勉
強
会
・
支
援
制
度
へ
の
申
請
ま
で
の
流
れ

・
前
回
勉
強
会
の
議
事
内
容
等

・
千
歳
川
の
堤
防
に
つ
い
て

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

・
か
わ
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
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第
５
回
勉
強
会
の
議
事
内
容
等

３

第
5

回
江

別
市

か
わ

ま
ち

づ
く

り
勉

強
会

日
時

：
令

和
3

年
1

1
月

1
6

日
（

火
）

1
8

:0
0

～
2

0
:3

0
場

所
：

江
別

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
1

F
多

目
的

ホ
ー

ル

1
. 
議

題 ・
今

後
の

進
め

方
に

つ
い

て
・

千
歳

川
や

旧
岡

田
邸

母
屋

に
関

す
る

取
組

状
況

・
ハ

ー
ド

整
備

内
容

（
案

）
、

河
川

占
用

の
概

要
・

前
回

勉
強

会
の

振
り

返
り

2
. 
か

わ
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
①

か
わ

ま
ち

づ
く

り
に

つ
い

て
・

誰
が

ど
ん

な
暮

ら
し

を
し

て
い

る
か

？
・

広
域

で
見

た
時

の
条

丁
目

地
区

の
役

割
は

？
周

辺
地

区
と

の
連

携
は

？
②

事
業

ス
キ

ー
ム

に
つ

い
て

・
事

業
計

画
（

外
輪

船
・

母
屋

・
隣

接
施

設
・

河
川

の
4

（
非

収
益

「
誰

が
や

る
？

」
収

益
「

何
が

相
応

し
い

？
」

）
・

空
間

配
置

（
4

空
間

の
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

の
関

係
性

）
・

運
営

者
（

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

）
（

4
空

間
の

一
体

管
理

、
観

光
協

会
と

は
？

協
議

会
の

そ
の

後
）
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第
５
回
勉
強
会
で
の
主
な
意
見

４

＜
か
わ
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
＞

・
江
別
ら
し
い
場
所
で
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
い
う
新
し
い
人
が
少
し
ず
つ
来
て
く
れ
る
よ

う
な
ま
ち
を
目
指
し
て
は
ど
う
か
。

・
ま
ち
の
歴
史
の
文
脈
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

・
江
別
に
戻
っ
て
き
た
い
子
育
て
世
代
が
戻
っ
て
こ
ら
れ
る
仕
組
み
や
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
何
が
で
き
る
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

・
地
域
の
中
で
見
守
っ
て
い
く
こ
と
や
声
を
か
け
て
関
係
性
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
繋
が
っ
た
り
、
地
域
の
人
間
関
係
を
よ
り
濃
密
に
し
て
い
く
と
思
う
。

・
大
学
に
つ
い
て
は
、
地
域
に
対
し
て
消
費
的
で
は
な
い
関
わ
り
方
も
考
え
ら
れ
る
。

＜
事
業
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
＞

・
子
育
て
世
代
や
若
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
来
て
、
空
気
感
の
あ
る
ま
ち
で
時
間
を
過
ご
す
と

い
う
の
は
と
て
も
良
く
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
も
あ
り
え
る
。

・
地
域
の
人
達
の
気
持
ち
が
一
体
と
な
っ
て
繋
が
る
よ
う
に
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
J
R
江

別
駅
前
の
三
角
公
園
か
ら
江
別
市
街
築
堤
ま
で
実
施
し
た
い
。

・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
他
の
地
域
と
の
繋
が
り
が
出
て
く
る
と
思
う
。

・
条
丁
目
地
区
内
の
道
路
を
レ
ン
ガ
色
に
着
色
し
た
り
、
川
沿
い
の
同
じ
種
類
の
並
木
道
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
い
っ
た
、
人
が
歩
き
た
く
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
が
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。

・
江
別
の
地
域
と
し
て
の
広
が
り
や
歴
史
的
・
時
間
的
な
関
連
性
が
見
え
る
よ
う
な
も
の
が

で
き
な
い
か
。
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第
６
回
勉
強
会
の
議
事
内
容
等

５

第
6

回
江

別
市

か
わ

ま
ち

づ
く

り
勉

強
会

日
時

：
令

和
3

年
1

2
月

2
1

日
（

火
）

1
8

:0
0

～
2

0
:3

0
場

所
：

江
別

市
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
1

F
多

目
的

ホ
ー

ル

1
. 
議

題 ・
勉

強
会

・
支

援
制

度
へ

の
申

請
ま

で
の

流
れ

に
つ

い
て

・
前

回
勉

強
会

の
議

事
内

容
等

・
千

歳
川

の
堤

防
に

つ
い

て
・

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
に

つ
い

て
2

. 
か

わ
ま

ち
づ

く
り

に
関

す
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
①

か
わ

ま
ち

づ
く

り
で

「
こ

ん
な

こ
と

が
で

き
そ

う
だ

」
②

か
わ

ま
ち

づ
く

り
で

「
あ

な
た

な
ら

何
が

で
き

る
か

？
誰

が
で

き
る

か
？

」
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第
６
回
勉
強
会
で
の
主
な
意
見

６

＜
こ
ん
な
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
＞

・
将
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
歴
史
を
感
じ
る
空
間
を
作
り
た
い
。

・
堤
防
に
ベ
ン
チ
が
あ
っ
て
、
人
が
集
ま
っ
て
川
を
眺
め
な
が
ら
賑
わ
い
た
い
。

・
堤
防
の
エ
リ
ア
を
使
っ
て
、
フ
リ
ー
の
黒
板
を
作
り
た
い
。

・
駐
車
場
や
ト
イ
レ
が
欲
し
い
。

・
水
際
に
子
ど
も
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
侵
入
防
止
柵
が
必
要
で
あ
る
。

・
外
輪
船
の
石
畳
の
小
道
を
活
か
し
て
、
そ
の
ま
ま
堤
防
に
上
が
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

・
地
元
の
人
で
も
気
軽
に
散
歩
で
き
る
よ
う
な
コ
ー
ス
が
欲
し
い
。

・
桜
並
木
で
は
な
く
、
桜
が
密
集
し
た
エ
リ
ア
を
点
在
さ
せ
る
の
は
ど
う
か
。

・
雪
か
き
を
し
な
が
ら
雪
で
ベ
ン
チ
を
作
れ
な
い
か
。

・
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を
定
期
的
に
で
き
る
と
よ
い
。

・
河
岸
公
園
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
今
後
で
き
る
幼
稚
園
の
近
く
に
レ
ン
ガ
の
壁
を
作

っ
て
、
そ
こ
で
子
供
た
ち
が
遊
べ
る
と
よ
い
。

・
川
の
水
族
館
が
で
き
な
い
か
。

・
街
全
体
が
学
び
の
博
物
館
に
な
っ
た
ら
面
白
い
。

＜
あ
な
た
な
ら
何
が
で
き
る
か
？
誰
が
で
き
る
か
？
＞

・
郷
土
資
料
館
の
分
館
的
な
位
置
づ
け
で
、
江
別
市
が
旧
岡
田
倉
庫
を
管
理
す
る
の
が
よ
い
。

・
公
的
な
組
織
が
施
設
の
維
持
管
理
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
の
が
よ
い
。

・
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
既
に
活
動
さ
れ
て
い
る
人
や
条
丁
目
地
区
で
活
動
し
た
い
人
を
そ
の
都
度
募

る
こ
と
で
も
構
わ
な
い
と
思
う
。
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水
辺
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
方
針
（
案
）

７

＜
か
わ
ま
ち
計
画
書
で
の
整
理
内
容
＞

●
都
市
計
画
や
公
園
計
画
等
、
市
町
村
の
既
存
地
域
計
画
の
中
で
の
河
川
の
位
置
づ
け

●
沿
川
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
の
河
川
の
位
置
づ
け

●
水
辺
の
利
活
用
に
対
す
る
市
町
村
や
民
間
事
業
者
と
し
て
の
考
え
方
等

【
目
標
】

地
域
に
愛
さ
れ
、
観
光
客
等
の
外
部
の
人
間
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
「
か
わ
ま
ち
」

（
水
辺
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
人
の
流
れ
や
河
川
空
間
の
賑
わ
い
の
創
出
）

舟
運
で
栄
え
た
歴
史
性
を
活
か
し
た
新
た
な
“
条
丁
目
ス
タ
イ
ル
”

＜
誰
の
た
め
に
＞

＜
ど
こ
で
＞

＜
何
を
す
る
＞

＋
＋

・
条
丁
目
地
区
の
住
民

・
子
育
て
世
代

・
条
丁
目
地
区
を
愛
す
る
人

・
観
光
客

・
水
辺
空
間

・
外
輪
船
及
び
母
屋

・
条
丁
目
地
区

・
周
辺
地
域

・
水
辺
の
利
活
用

・
歴
史
的
建
造
物
の
活
用

・
周
辺
地
域
と
の
連
携

・
歴
史
文
化
の
発
信
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整
備
・
利
活
用
の
全
体
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

８

高
水
敷
整
正

街
灯
・
照
明

公
園
・
広
場

ア
ク
セ
ス
通
路

側
帯

植
樹

側
帯

親
水
護
岸

河
川
管
理
用
通
路

拠
点
整
備

※
赤
地
は
河
川
管
理
者
、
白
地
は
自
治
体
・
推
進
主
体
の
整
備
区
分

多
目
的
広
場
（
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
プ
場
）
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ハ
ー
ド
整
備
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

９

千
歳
川

-15-



ハ
ー
ド
整
備
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

１
０ ＜
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
で
の
整
理
内
容
＞

●
ハ
ー
ド
施
策
の
整
備
範
囲
、
整
備
内
容
（
整
備
箇
所
、
整
備
概
要
（
施
設
、
平
面
・
横
断
図
）

、
整
備
イ
メ
ー
ジ
）

●
整
備
の
必
要
性
、
有
効
性
、
整
備
の
実
現
方
策
、
推
進
体
制
、
施
設
利
用
・
維
持
管
理
体
制
等

【
目
標
】

水
辺
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
人
の
流
れ
や
河
川
空
間
の
賑
わ
い
の
創
出

（
日
常
的
な
水
辺
利
用
）

①
千
歳
川
の
水
辺
整
備
【
河
川
管
理
者
】

（
河
川
管
理
用
通
路
、
高
水
敷
整
正
、
側
帯
、
親
水
護
岸
、
ア
ク
セ
ス
通
路
）

②
旧
岡
田
倉
庫
の
基
盤
整
備
【
自
治
体
・
推
進
主
体
】

③
条
丁
目
地
区
の
施
設
整
備
【
自
治
体
・
推
進
主
体
】

（
植
樹
、
公
園
・
広
場
、
街
灯
・
照
明
、
拠
点
施
設
整
備
、
船
着
場
）

④
周
遊
コ
ー
ス
・
市
内
看
板
等
の
整
備
【
自
治
体
・
推
進
主
体
】
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ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
イ
メ
ー
ジ
（
案
）

１
１ ＜
か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
で
の
整
理
内
容
＞

●
ソ
フ
ト
施
策
の
実
施
範
囲
、
概
要

【
目
標
】

地
域
に
愛
さ
れ
、
観
光
客
等
の
外
部
の
人
間
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
「
か
わ
ま
ち
」

（
「
川
の
あ
る
生
活
」
を
取
り
戻
す
）

①
水
辺
を
周
遊
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
設
定

②
千
歳
川
の
水
辺
空
間
を
活
用
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

③
冬
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
プ
ラ
ン
の
設
定

④
市
民
の
生
活
目
線
に
立
っ
た
拠
点
利
用
プ
ラ
ン
の
設
定
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連携

推
進
・

維
持
管

理
体
制

（
案
）

江
別

市
か

わ
ま
ち

づ
く

り
協

議
会

か
わ
ま
ち

づ
く
り

管
理

運
営
組

織

河
川

管
理

者

そ
の
他

協
⼒
者

地
元
企

業

外
部
企

業

江
別

市

条
丁
目
地
区
や
社
会
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
持
っ
て

共
に
活
動
す
る
仲
間
・
団
体
（
実
働
組
織
）

連携

連携 連携

許認可・支援

大
学
機

関

連携

エ
リ

ア
全
体

の
構
想
、

外
輪
船

等
の
運
営

管
理

公
的
組
織

⺠
間
団
体

事
務
局

河
川
区
域

都
市
区
域 外
輪

船
・
⺟

屋
隣

接
施
設

活動フィールド

教
育

・
文
化

・
観
光
事

業
（
収

益
・
非
収

益
）

※
河
川
区

域
内

で
事

業
を

実
施
す
る
場
合

は
占
用

許
可
が

必
要

と
な
る

場
合

が
あ

る

他

１
２

１
２

１
２

１
２
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か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
書
の
概
要

主
な
様
式

整
理
内
容

①
市
町
村
及
び
河
川
の
概
要

人
口
、
市
町
村
の
特
色
、
河
川
と
市
町
村

等
の
関
わ
り
、
河
川
の
利
活
用
状
況
等

②
水
辺
と
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
基
本
方
針

市
町
村
の
関
連
計
画
と
か
わ
ま
ち
づ
く
り

の
関
係
性

③
ソ
フ
ト
施
策
の
個
別
施
策
計
画
書

水
辺
空
間
の
利
活
用
方
策
の
概
要

④
支
援
整
備
内
容
の
概
要
（
ハ
ー
ド
施
策
）

水
辺
空
間
の
施
設
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市町村及び河川の概要 

１.市町村等の概要 

 ①都道府県名 北海道 

 ②市区町村名 江別市 

 ③人口    119,718人（令和 3年 11月末現在） 

 ④面積    187.38km2 

 ⑤市の特色 

江別市は、石狩平野の中央に位置し、全般的に平坦な地形で

豊かな自然環境に恵まれ、札幌市、北広島市、岩見沢市、当別

町、南幌町、新篠津村と隣接しており、道央圏で札幌市に次ぐ

規模の都市となっています。 

昭和 40 年代より宅地造成が進んだ江別市は、5 つの JR 駅を

中心に市街地が形成されており、交通アクセスの良さなどが評

価され、札幌市への通勤・通学圏内で最も人口が増加しました。

近年は、商業施設や飲食店の進出が目立ち、自然と都市機能が

調和したまちとして発展を続けています。 

江別の語源は、アイヌ語の「ユベオツ」（サメのいる川）また

は「イブツ」（大事な場所への入口）とされ、明治 11 年の屯田

兵の入植以降、千歳川に面した江別港と月形町を往来する外輪

船により石狩川の舟運の中心として栄え、当時の隆盛を物語る

外輪船（旧岡田倉庫）等の歴史的建造物が多く残っています。

また、江別市はレンガの一大産地となっており、「江別のれんが」

が平成 16年 10 月に北海道遺産として認定されています。 

江別市にまたがり広大な面積を持つ野幌森林公園は、昭和 43

年に北海道百年を記念して道立自然公園に指定されました。公

園の大部分を国有林が占め、昭和の森自然休養林や鳥獣保護区

に指定されています。公園内には、総延長 40kmほどの自然遊歩

道、休憩施設、5つの池等があり、市民に親しまれています。 

江別市内には官民の大規模研究施設が立地し、4 大学・1 短大があります。近年、研究施設や大学

が市内生産者・製造業と連携し地域ブランド創りへの挑戦も盛んになっています。また、研究施設・

大学とも市民向けのイベント・セミナーなどを開催するなど、地域に開かれた取組みも積極的です。 

江別市の産業は第三次産業が中心ですが、農業は大消費地の札幌市に隣接していることもあり、稲

作、畑作、酪農等多岐にわたっています。初冬まき栽培で有名な幻の小麦「ハルユタカ」、首都圏で

有名な乳製品の自家生産企業、ハム・ソーセージの製造企業等のほか、シーズンには多くの野菜直売

所がオープンします。 

 

２.市内の河川の概要 

 ①主な河川 

・石狩川（一級河川石狩川水系、流域面積 14,330km2、流路延長 268km） 

・千歳川（一級河川石狩川水系、流域面積 1,244km2、流路延長 108km） 

・夕張川（一級河川石狩川水系、流域面積 1,417km2、流路延長 136km） 

・豊平川（一級河川石狩川水系、流域面積 902km2、流路延長 72.5km） 

石狩川は、江別市の北部に面し、大雪山系石狩岳の西斜面に源を発して上川盆地、石狩平野を経て

432の支川を合わせ日本海に注ぐ一級河川です。 

千歳川は、我が国を代表するカルデラ湖で国内有数の透明度を誇る支笏湖を源とする、石狩川流域

の主要な一次支川です。支笏湖周辺は豊かな自然環境によって支笏洞爺国立公園を構成しています。

千歳川は全国有数のサケ遡上河川であり、秋には多くの観光客が訪れます。市街地にある河川管理用

道路をはじめとする河川空間は、市民によるイベント空間や散策路等としても利用されています。 

また、夕張川は江別市の東部、豊平川は江別市の西部に面する、石狩川流域の主要な一次支川です。 

 

外輪船（旧岡田倉庫） 
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 ②河川と江別市や民間事業者との関わり 

石狩川・千歳川合流点の江別河川防災ステーションで開催される「こいのぼりフェスティバル」や

NPO主体で開催された「ミズベのロングマーケット」等、河川管理者・自治体・事業者が連携した多

くのイベントが開催されており、千歳川は周辺地域の社会・文化と深い結びつきを持っています。 

また、生活の基礎や歴史、文化や風土を形成してきた千歳川の恵みを活かしつつ、自然とのふれあ

い、釣り等の趣味、イベント等の河川利用、環境学習の場等として安全に活用できるよう、地域の活

性化に寄与する場の整備に努めています。 

 

 ■石狩川河川敷緑地（昭和 51 年） 

ソフトボール場 2 面、サッカー場 2 面、駐車場 2 箇所が整備された石

狩川河川敷の公園緑地であり、地域のスポーツの場として多くの人に利

用されています。 

市民体育大会、小中学生等の野球大会、江別市内の保育園の運動会等

の各種イベントが開催されています。 

 

 ③これまで実施済みの関連施策 

 

 ■江別河川防災ステーション（平成 14年完成） 

水防資器材の備蓄、水防活動の拠点基地や災害時の避難場所として活

用するための施設として、千歳川合流点付近に計画・整備されました。 

平常時における防災研修の場や河川情報の提供、川を題材とした歴史、

川の恩恵などの展示をはじめ、防災意識の向上に努めるほか、市民の憩

いの場として親しまれる空間づくりを展開しています。 

 

 ■アートスペース外輪船（平成 17年 7月オープン） 

歴史的建造物である外輪船（旧岡田倉庫）を、江別の芸術・文化の発

信基地となるイベントスペースとしてリニューアルしました。 

「旧岡田倉庫活用民間運営協議会」が江別市から借り受けて管理・運

営を行っており、演劇・コンサート・講演会等の各種イベントに利用さ

れています。 

 

 ④市民や民間事業者による河川利活用状況 

江別市は、度々石狩川や千歳川の洪水氾濫に見舞われてきた地域ですが、河川整備が進められてお

り、多くの市民が憩いや自然とのふれあい、イベントの場として広く河川空間を利活用しています。 

・千歳川沿いの河川管理用道路で、散策を楽しむ光景が見られます。 

・春には「こいのぼりフェスティバル」、夏には「えべつ花火」「石狩川リバーセービング」など、

多くのイベントが開催されており、過去に NPO主体で開催された「ミズベのロングマーケット」

では、千歳川沿いで多くの市民がコンサート・雑貨販売等を楽しんでいます。 

・江別河川防災ステーションでは、江別の観光の紹介及び物産の販売を行っており、平成 14 年度

～令和 2 年度の平均で年間約 5.8万人が来場しています。 

・市民や地元の NPO 等と河川管理者が連携しながら、市民参加による清掃活動等の維持管理や小学

生を対象とした水生生物の観察会等の環境教育に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

こいのぼりフェスティバル       えべつ花火      野菜直売所（防災ステーション） 

河川防災ステーション 

アートスペース外輪船 

石狩川河川敷緑地 
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水辺とまちづくりに関する基本方針 

 江別市では、「えべつ未来づくりビジョン（第 6 次江別市総合計画）」に基づき、地域資源を活かし江

別観光の魅力をさらに高めるとともに、商店街の活性化等を推進し、観光による産業の振興に努めてい

ます。地域資源の発掘と活用、観光・イベント情報の発信を行い、江別市のイメージアップ、物産と観

光が融合した江別ブランドの確立を図っているところです。 

 「江別市都市計画マスタープラン 2014」における江別地域のまちづくり構想に基づき、江別駅周辺

の歴史性や界隈性、良好な河川環境等の特性を活かした地域の魅力向上を目指して、地区核にふさわし

い JR 江別駅周辺の再構築による周辺市街地との連鎖的な活性化、重要な地域資源である千歳川と共存

した地域づくりを推進しています。 

 平成 30 年 3 月に「江別市観光振興計画」を策定し、各主体が役割を分担しつつ、観光資源を活かし

た魅力づくりと観光プロモーション、市民や事業者が実感する観光まちづくりを推進し、「食と農の豊

かな実り、れんがと歴史にふれる街」を目指しています。 

 「江別市景観形成基本計画」（平成 18 年 3 月）では、市民が集う JR 江別駅前や商店街等の条丁目地

区で、まちの顔として楽しく活気があり「魅力」ある景観として「江別らしさ」「心地よさ」「活気」の

ある景観や、千歳川と調和した緑豊かで潤いのある景観を目指した取り組みを行っています。 

 上記の事業と連携し、江別市かわまちづくり協議会とかわまちづくり勉強会では、今回の「かわまち

づくり」計画を水とまちをつなぐ人の流れや河川空間に賑わいを創出することを目標に位置付けまし

た。具体的には、江別市条丁目地区・大川通地区と千歳川が一体となった水辺空間の活用、条丁目地区

内の歴史的建造物の活用、周辺地域との連携、条丁目地区の歴史・文化の発信を推進し、江別港を中心

に舟運で栄えた江別市条丁目地区の歴史性を活かした新たな「条丁目スタイル」の観光・まちづくりに

よる賑わいの創出により、条丁目地区・大川通地区を含む江別市の地域活性化に寄与することを目指し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「江別市都市計画マスタープラン 2014」における条丁目地区・大川通地区周辺のまちづくり構想 

-23-



- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す「かわ・まち」の姿 

【目標】
地域に愛され、観光客等の外部の人間にとっても魅力的な「かわまち」

（水辺とまちをつなぐ人の流れや河川空間の賑わいの創出）

舟運で栄えた歴史性を活かした新たな“条丁目スタイル”の観光・まちづくり

＜誰のために＞ ＜どこで＞ ＜何をする＞

＋ ＋・条丁目地区の住民
・子育て世代
・条丁目地区を愛する人
・観光客

・水辺空間
・外輪船及び母屋
・条丁目地区
・周辺地域

・水辺の利活用
・歴史的建造物の活用
・周辺地域との連携
・歴史文化の発信
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ソフト施策の個別施策計画書 

１.河川名 

 石狩川水系千歳川 

２.提案事業の実施範囲 

 千歳川 江別市条丁目地区・大川通地区 

３.提案事業の概要 

 千歳川 江別市条丁目地区・大川通地区 

【協議会・勉強会の発足】 

・令和 2 年 11 月、江別市、学識経験者、地元関係者等からなる「江別市かわまちづくり協議会」

を設立し、江別市街築堤整備（石狩川・千歳川堤防整備）に伴い移設を要する外輪船（旧岡田倉

庫）の利活用方法等について検討するとともに、外輪船（旧岡田倉庫）周辺の河川空間とまち空

間が融合した良好な空間形成を目指す取組について協議してきました。 

・令和 3年 1月以降、「江別市かわまちづくり協議会」のワーキンググループとして、「江別市かわ

まちづくり勉強会」を定期的に開催し、条丁目地区・大川通地区の水辺整備や河川空間の利活用

推進に向けた意見交換を行いました。 

・今後、民間事業者を加え、事業を遂行する実行組織の発足を支援します。 

【既存制度の活用と展開】 

・河川敷地占用許可準則第 22 による「都市・地域再生等利用区域」の指定につなげることで、条

丁目地区内の事業者・店舗等の河川区域での営利活動を可能とし、観光誘客を図ります。 

・江別市を占用主体として、「江別市かわまちづくり協議会」により利活用の方針を検討しつつ、

民間事業者（実行組織）と連携して河川空間の活用を図ります。 

【ソフト施策】 

地域のニーズに沿ったソフト施策の実施による魅力向上と地域のブランドイメージ定着を図るこ

とにより、地域に愛され観光客等の外部の人間にとって魅力的な「かわまち」を目指します。 

1）千歳川の水辺空間を活用した新たなイベントの企画（観光協会、NPO、民間事業者等） 

・「ミズベのロングマーケット」等のイベントで実施されているコンサート・雑貨販売等に加えて、

地域の歴史・文化や市民のニーズを踏まえ、周辺地域や JR 江別駅等の拠点施設と連携して、水

辺空間を含む広域的な観光誘客に資する新たなイベントの企画を検討していきます。 

 ①夏の灯篭流し・いかだ下り（地元大学との連携） 

 ②水辺でのやきもの市、キッチンカーによる飲食販売、お茶会、ヨガ体験、演劇（水辺への拡張） 

 ③「アートスペース外輪船」でのコスプレイヤーによる写真撮影会、海外アーティストの展示会

（既存イベントの拡張） 

 ④歴史的建造物と融合したプロジェクションマッピング 

 ⑤石狩川・千歳川合流点の高水敷におけるキャンピング（アウトドア事業者との連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）冬のイベント・アクティビティプランの設定（観光協会・民間事業者） 

・冬の水辺空間の利活用に関する地域の潜在的なニーズがあることから、多種多様な冬のアクティ

ビティのプランを設定し、冬期の観光誘客を図ります。 

 ①河川管理用通路沿いのアイスキャンドル（既存のアイスキャンドル・イルミネーションイベン

トの水辺への拡張） 

 ②堤防沿いの緩斜面を利用したそり滑り（地元幼稚園・保育園との連携、子育て家庭への周知） 

③日常的に利用可能なファットバイク・クロスカントリースキーコースの設定 

灯篭流し 飲食販売 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ キャンピング 
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3）広域観光周遊モデルコースの設定（江別市） 

・大川通地区に位置する江別河川防災ステーションには多くの市民や観光客が来場しており、連携

した利活用の推進による相乗効果が期待できることから、様々な志向の人が好みに応じて気軽に

利用できるよう、水辺―歴史的建造物（旧北陸銀行江別支店等）―拠点施設（JR 江別駅等）―

周辺地域（四季のみち等の遊歩道）をつなぐ多種多様なコース・プランを設定します。 

①「JRヘルシーウォーキング」等の既存イベントと融合した観光プラン（観光協会等との連携） 

②市民が日常的に利用可能な散歩・ジョギング・サイクリングコースの設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考） 

図：江別市条丁目地区・大川通地区周辺位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江別河川防災
ステーション

外輪船（旧岡田倉庫）

蔦屋書店
旧町村農場

江別小学校
跡地

飛鳥山公園

王子稲荷神社

上江別南町公園

見晴台公園

錦町公園

四季のみち

JR江別駅

市役所

えべつやきもの市

こいのぼりフェスティバル

ミズベのロングマーケット

江別神社

かわまちづくり事業範囲

元江別公園

エキテラ
まちあかり江別

カフェsoup
（旧北陸銀行江別支店）

大川通地区

条丁目地区

アイスキャンドル そり滑り ファットバイク クロスカントリースキー 

歴史的建造物 

（旧北陸銀行江別支店） 

拠点施設 

（JR江別駅） 

遊歩道（四季のみち） 

（蔦屋書店付近） 

JR ﾍﾙｼｰｳｫｰｷﾝｸﾞ 
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図：江別市かわまちづくり管理・運営組織の実施体制（案） 
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支援整備内容の概要（ハード施策） 

１.河川名 

 石狩川水系千歳川 

２.整備範囲 

 千歳川下流（江別市条丁目地区・大川通地区） 

３.整備内容 

外輪船（旧岡田倉庫）を条丁目地区・大川通地区における地域観光・まちづくりの拠点に位置づけ、

地域の歴史・文化・観光等に関する情報を発信するとともに、市民に日常的に水辺を利用してもらい、

水辺とまちをつなぐ人の流れや河川空間の賑わいを創出するため、江別市条丁目地区・大川通地区の水

辺整備を実施します。 

 

【ハード施策】 

1）千歳川の水辺整備（国：側帯、階段護岸、高水敷整正、河川管理用通路、アクセス通路） 

外輪船（旧岡田倉庫）を河川空間の利活用拠点（「かわ」と「まち」の結節点）として、外輪船（旧

岡田倉庫）と水辺をつなぎ「かわ」「まち」間の動線を創出するための水辺整備を実施する。 

2）条丁目地区の施設整備（江別市：拠点整備、多目的広場、駐車場、街灯・照明、水道・電気施設） 

水辺の観光ポテンシャル・利便性向上に向けて、子どもたちが安心して遊び、市民が憩い愛着を持

って接することができる河川空間の創出のための整備を実施する。 

3）周遊コース案内看板等の整備（江別市） 

「まち」から「かわ」への観光動線を創出するため、水辺―旧北陸銀行江別支店等の歴史的建造物

―JR江別駅等の拠点施設をつなぐ観光周遊コースへ案内・誘導する看板・路面標示を整備する。 

 

（参考）整備予定箇所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

植樹のイメージ      階段護岸のイメージ  高水敷整正のイメージ     側帯のイメージ 

街灯・照明 【市】

広場、水道・電気施設 【市】

側帯 【国】

多目的広場（イベント） 【市】

階段護岸 【国】

河川管理用通路 【国】

拠点整備 【市】 アクセス通路【国】

植樹

駐車場【市】

高水敷整正 【国】

多目的広場（イベント・キャンプ場） 【市】

アクセス通路【国】
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４.整備の必要性、有効性 

石狩川と千歳川が合流する当該地区は、明治時代に始まった北海道の開拓において主要な交通手段だ

った小樽～幌内を結ぶ鉄道（明治 15 年開通）と上流へ向かう舟運の結節点であり、江別港と呼ばれて

いました。このため明治後半～大正にかけて繁栄し、共同の船着場や旧岡田倉庫を含む倉庫群が建設さ

れました。昭和期においても官公庁、製紙工場、映画館や旅館等により賑わっていましたが、舟運の衰

退や幹線道路の移設等により賑わいは落ち着き、現在では、歴史的建造物が数多く点在する地区となり、

外輪船（旧岡田倉庫）は演劇・コンサート・講演会等の各種イベントに利用されています。 

現在、千歳川では、昭和 56 年に発生した未曾有の洪水を安全に流下させることを目的に治水事業が

進められています。当該地区の江別市街築堤は背後に市街地を有する重要な区間ですが、堤防整備に伴

い外輪船（旧岡田倉庫）の移設が必要となり、移設後の利活用方法等を早急に検討する必要が生じまし

た。一方、江別市は、大都市札幌に近いという地理的要因等から通過型観光が多い状況でしたが、市内

の観光資源を生かし道内や近隣市町村からの誘客が重要となっており、歴史性等の特色を生かした土地

利用を目標としています。また市民からも、川のある暮らしを望む声が挙がっていました。 

そこで今回の堤防整備に併せて、外輪船（旧岡田倉庫）の歴史的景観を活かしつつ水辺とまちを一体

的に整備し、当該地区の認知度・知名度、イベントでの利用価値、観光ポテンシャルを向上させること

で、交流人口の増加、歴史的経緯を踏まえた水辺の賑わいの創出、水辺を活用したイベントによる市内

外からの広域的な観光誘客を図ります。周辺では近年住民の転入や保育施設の開設等も見られはじめて

おり、日常においても周辺施設と一体となった水辺空間を創出しつつ、江別市の観光誘客に併せたまち

なか居住を推進することで地域の魅力向上と活性化を図っていきます。 

 

５.整備の実現方策 

 【関連事業の整備計画】 

・江別市では「江別市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、平成 27 年度から 5 ヶ年計画で

観光振興による交流人口の増加と経済活性化を目指しています。具体的な事業として、大学及び学生

等との連携事業、学生地域活動補助事業、グリーンツーリズム関連事業（直売所等）、北海道フード・

コンプレックス国際戦略総合特区の取り組みを首都圏の企業に PR する広報事業等があります。 

・令和元年 8 月に設立された「さっぽろ連携中枢都市圏観光協議会」は、札幌市及び近隣の 11 市町

村（小樽市、岩見沢市、江別市、千歳市、恵庭市、北広島市、石狩市、当別町、新篠津村、南幌町、

長沼町）が連携し、観光客を増加させ、圏域全体の観光消費を増大させるため、観光振興に関する取

組を企画・立案し、ツーリズム連携等の戦略的な共同プロモーション事業等を実施しています。 

・上記の事業と連携することにより、賑わいのある水辺空間の利活用の推進を図ることができます。 

・条丁目地区の利活用拠点となる外輪船（旧岡田倉庫）は、千歳川の築堤整備に伴い移設される予定

であり、工事に合わせて利便性を確保できるよう、関係機関や河川管理者と調整を進めています。 

 

【整備工程】 

 

 

 

 

 

 

 

６.推進体制 

令和 2 年 11 月に江別市、学識経験者、地元関係者の連携の下、江別市街築堤整備に伴い移設を要

する外輪船（旧岡田倉庫）の利活用方法等を検討し、外輪船（旧岡田倉庫）周辺の河川空間とまち空

間が融合した良好な空間形成を目指す取組について協議することを目的とした「江別市かわまちづく

り協議会」を設立しました。 

令和 3年 1月から、江別市と河川管理者による「江別市かわまちづくり勉強会」を開催し、より具

体的な事業計画の策定と実践に向けた議論・検討等を推進しました。 

現時点で、河川占用許可準則第 22 条（都市・再生等利用区域の指定）に基づく営利活動を行う民

間事業者の参入が見込まれており、事業を遂行・運営する実行組織の発足を目指します。 

整備項目等 実施主体 R4 R5 R6 R7 R8 R9

水辺整備 江別河川事務所

かわまちづくり協議会・勉強会 江別市
運営組織・実施事業の支援・評価運営組織・実施事業の具体化検討

旧岡田倉庫（外輪船）移設 江別市

条丁目地区施設整備 江別市

周遊コース・市内看板等 江別市
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７.有効利用および維持管理 

①有効利用に関する計画 

・地域の観光ポテンシャルを有効活用したソフト施策の実施による魅力向上と地域のブランドイメー

ジ定着を図ることにより、地域や観光客等の外部の人間にとって魅力的な「かわまち」を目指しま

す。 

・子どもたちが安心して遊び、市民が憩い愛着を持って接することができる河川空間を整備すること

により、条丁目地区・大川通地区の地域づくりに寄与します。 

 

 ②維持管理計画 

 ・外輪船（旧岡田倉庫）及び水辺の整備施設の内、河川管理施設等の防災上必要とされる施設機能の

維持管理については、河川管理者が行います。 

（国：河川管理用道路、護岸等） 

 ・非常時（洪水氾濫時及び事後）における河川空間等の管理については、河川管理者が行います。 

・河川等の占用に伴う占用物に対する日常的な維持管理・清掃等に関しては、江別市、地元関係者、

民間事業者等からなる実行組織）及び河川管理者が連携して実施します。 

 ・維持管理費用については、官民で分担して永続的に維持管理が可能となるよう、適切なライフサイ

クルコストを検討していきます。 

 

８.特徴 

当該地区は、石狩川・千歳川（当時は夕張川も）の合流点であり、さらに明治 15 年までに開通した

鉄道および江別駅設置により、当時の主要な交通手段である舟運と鉄道の結節点となり、江別港と呼ば

れていました。上流からは船で農産物（小豆、大豆、麦、雑穀）や木材を運び、当地区で鉄道へ積み替

えて札幌や小樽や本州へ、下流からは生活物資（米、味噌、砂糖、酒、衣服、薬品、石材、鉄）を鉄道

で運び、当地区で船に積み替えて石狩川や千歳川（夕張川）の上流へ運んでいました。 

これにより、明治 30 年代後半から大正にかけて、雑穀（麦、豆、そば、種、肥料）を扱う商人が増

え、共同の船着場や外輪船（旧岡田倉庫）が建設されたほか、明治 35 年には江別駅～千歳川の船着場

まで線路が建設されるなど、繁栄しました。 

昭和に入ってからも、官公庁、王子製紙及びその社宅、3つの映画館や多くの宿、料理店、百貨店、

飲食店などが存在し、賑わいを見せていました。しかしながら、地区を通っていた幹線道路の移設や、

札幌に近い地区の開発等により、現在は歴史的建造物が建つ比較的落ち着いた地域になっています。 

「江別市かわまちづくり」の整備により、既存の歴史的建造物の利活用施設としての機能を充実させ、

観光・歴史・文化・まちづくりに関する効果的な情報発信を行うことにより、条丁目地区・大川通地区

の認知度・知名度向上、歴史的建造物を中心に「かわ」と「まち」が一体となった賑わいの創出を図り

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

北海道演劇祭             外輪船アート展 

 

 

 

 

 

 

えべつ秋の特産味覚まつり     「まちあかり江別」イルミネーション 
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その他特筆すべき事項 

 

 

１.江別市かわまちづくり協議会 

令和 2年 11 月以降、「江別市かわまちづくり協議会」を計 5回開催しており、江別市街築堤整備（石狩

川・千歳川堤防整備）に伴い移設を要する外輪船（旧岡田倉庫）の利活用方法や「かわまちづくり」計画

等に関する協議結果を議事要旨としてとりまとめ、ホームページで公開しています。 

 

「江別市かわまちづくり協議会」開催状況 

No. 開催日時 概要 

第 1回 日時：令和 2年 11 月 4日（水） 

   14:00～16:00 

場所：江別市民会館 小ホール 

・協議会の目的と進め方について 

・旧岡田倉庫の利活用及び移設先について 

・旧岡田倉庫利活用ワーキンググループの 

設置・開催日について 

第 2回 日時：令和 2年 12 月 21日（月） 

   14:00～16:00 

場所：江別市民会館 小ホール 

・旧岡田倉庫利活用ワーキンググループ 

開催報告 

・旧岡田倉庫の施設、活動概要等 

・かわまちづくりの進め方について 

第 3回 日時：令和 3年 9月 28日（月） 

※書面開催 

・前回協議会での議事内容について 

・旧岡田倉庫の移設に係る状況報告 

・かわまちづくりロードマップ（案） 

・かわまちづくり勉強会の位置づけ 

第 4回 日時：令和 3年 10 月 25日（月） 

   14:00～16:00 

場所：江別市民会館 3F 37 号室 

・前回協議会の振り返り 

・かわまちづくり勉強会開催報告 

・かわまちづくりの進め方について 

・かわまちづくり計画について 

第 5回 日時：令和 4年 1月 24日（月） 

   10:00～12:00 

場所：江別市民会館 小ホール 

・前回協議会の振り返り 

・かわまちづくり勉強会開催報告 

・かわまちづくり計画書の概要 

・かわまちづくり計画書（素案）について 

 

２.江別市かわまちづくり勉強会 

令和 3 年 1 月以降、「江別市かわまちづくり協議会」のワーキンググループとして「江別市かわまちづ

くり勉強会」を計 6回開催しており、開催結果をニュースレターとして整理し市民に周知しています。ま

た、地元から幅広い意見を収集するため、幼稚園・保育園、地元企業・大学を対象とした個別ヒアリング

や地元住民との現地視察を実施し、「江別市かわまちづくり勉強会」での議論・検討に反映させています。 

 

「江別市かわまちづくり勉強会」開催状況（1） 

No. 開催日時 概要 

第 1回 日時：令和 3年 1月 19日（火） 

   18:00～20:00 

場所：江別市コミュニティセンター1F 

   多目的ホール 

・かわまちづくり協議会と勉強会について 

・江別市街築堤の整備について 

・かわまちづくり支援制度について 

・意見交換 

第 2回 日時：令和 3年 3月 23日（火） 

   18:00～20:00 

場所：江別市コミュニティセンター1F 

   多目的ホール 

・前回勉強会の振り返り 

・かわまちづくり先行事例の紹介 

・意見交換をしながらのドローイング 

・今後の勉強会の進め方について 

第 3回 日時：令和 3年 9月 28日（火） 

   18:00～21:00 

場所：Zoomによる Web 開催 

・勉強会の位置づけ、今後の進め方 

・前回勉強会・個別ヒアリングの振り返り 

・意見交換をしながらのドローイング 

・ハード整備の実施区分について 

-31-



- 12 - 

 

「江別市かわまちづくり勉強会」開催状況（2） 

No. 開催日時 概要 

第 4回 日時：令和 3年 10 月 18日（月） 

   18:00～21:00 

場所：江別市コミュニティセンター1F 

   多目的ホール 

・今後の進め方について 

・前回勉強会の振り返り 

・ハード整備・ソフト施策内容（案） 

・かわまちづくりに関するグループワーク 

第 5回 日時：令和 3年 11 月 16日（火） 

   18:00～20:00 

場所：江別市コミュニティセンター1F 

   多目的ホール 

・支援制度への申請までの流れ・ 

・旧岡田邸母屋の調査状況 

・千歳川流域の治水・利用・環境の取り組み 

・ハード整備内容（案）の概要 

・都市・地域再生等利用区域の指定 

・かわまちづくりに関するグループワーク 

第 6回 日時：令和 3年 12 月 21日（火） 

   18:00～20:00 

場所：江別市コミュニティセンター1F 

   多目的ホール 

・勉強会・支援制度への申請までの流れ 

・前回勉強会の議事内容等 

・千歳川の堤防について 

・かわまちづくり計画について 

・かわまちづくりに関するグループワーク 

第 7回 日時：令和 4年 1月 26日（水） 

   18:00～20:00 

場所：Zoomによる Web 開催 

・勉強会・支援制度への申請までの流れ 

・前回勉強会の議事内容等 

・かわまちづくり計画について 

・かわまちづくり計画書（素案）について 
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＜江別市かわまちづくり協議会ホームページ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：https://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/soshiki/shoko/84307.html  
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＜江別市かわまちづくり勉強会ニュースレター（第 6回）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：https://www.city.ebetsu.hokkaido.jp/soshiki/shoko/85316.html 
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かわまちづくり計画に関する今後の予定について 

  

 

年 月 協議会 勉強会 

令和 4 年 

1 月～ 

第５回協議会（1 月 24 日） 

・かわまちづくり計画書素案の確認 

・かわまちづくり協議会について 

 

 

 

 

 

第６回協議会（3 月予定） 

・かわまちづくり計画書最終案の確認 

 

 

 

 

 

令和 4 年 

4 月～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第７回勉強会（1月26日） 

※オンライン開催 

・かわまちづくり計画書素案に 

ついての説明 

かわまちづくり勉強会 

（4月以降～） 
※必要に応じて月 1 回程度 
開催 

パブリックコメント 
募集期間 2 月 15 日～3月 14 日 
配布場所 市役所、各公民館等の公共 

施設、市ＨＰ  

かわまちづくり計画書申請（5 月予定） 

かわまちづくり計画 
ハード整備・ソフト施策・運営

体制の具体的な内容について継
続的な検討・議論を実施 

第８回勉強会（3月上旬予定） 

かわまちづくり計画書の市長への答申 

資料５ 
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かわまちづくり協議会について 

  

１ 設置目的 

江別市街築堤整備（石狩川・千歳川堤防整備）に伴い移設を要する旧岡田倉庫の利活用方法等 

について検討するとともに、旧岡田倉庫周辺の河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を 

目指す取組（以下「かわまちづくり」という。）について協議することを目的とする。 

 

２ 現在の組織体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 管理・運営組織の実施体制（案） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 
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４ 今後のかわまちづくり協議会について 

 

 

現在のかわまちづくり協議会 

 （任期 令和４年３月３１日まで） 

■かわまちづくり計画の策定に向けた検討 

 (1) ハード整備の概要 

(2) ソフト施策の概要 

(3) かわまちづくり運営体制の大まかな枠組み 

 

---------------------------------------------------------------------------------------------- 

 

今後のかわまちづくり協議会（仮） 

■かわまちづくりの具体的な施策の検討及び運営組織のマネジメント 

 (1) ハード整備の詳細 

(2) ソフト施策の詳細 

(3) かわまちづくり運営体制の具体的な枠組み 

(4) 運営組織のマネジメント（管理・指導・支援等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令
和
３
年
度
ま
で 

令
和
４
年
度
以
降 
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